
睦沢町

河道拡幅
護岸整備

河道掘削

堤防整備（津波対策）

雨水ポンプ
の能力増強

排水ポンプ
の新設

長生村

雨水管の
能力増強

第二調節池
の増設

一宮川水系 流域治水プロジェクト（第１回変更）【位置図】
～ 大規模水害を契機とした中小河川の流域治水 ～

二級水系
流域治水プロジェクト 千葉県

R4.3末時点

下水道能力の増強
（雨水管・雨水ポンプの能力増強）

○ 令和元年10月豪雨で甚大な被害が発生した一宮川水系では、大規模水害を契機とした中小河川の流域治水プロジェクトとして、
以下の取り組みを一層推進していくことで、今次水害やそれを上回る規模の洪水に対して、流域における浸水被害の軽減を図る。

■被害対象を減少させるための
対策

・建築の構造規制・誘導
・耐水構造化の促進
・浸水防止用設備の促進
・二線堤整備 等

■被害の軽減、早期復旧・復興の
ための対策

・浸水想定区域図、ﾊｻﾞｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ作成
・危機管理型水位計、監視ｶﾒﾗ設置
・水害対応タイムライン作成
・マイ・タイムライン作成
・流域治水に関する啓発・教育
・流域治水に対する経済的支援 等

※ 具体的な対策内容については、
今後、調査・検討等により
変更となる場合がある。

← 茂原市役所

令和元年10月台風21号に伴う豪雨
（一宮川と豊田川合流点付近）

排水ポンプの新設（梅田川）

【凡 例】

令和元年10月豪雨 浸水範囲

流出抑制しているため池

事業中

一宮川
流域

九十九里浜

河道掘削
堤防整備
輪中堤

第三調節池
の整備

水田や休耕田等の
遊水機能の保持

堤防整備

堤防整備

河道掘削
堤防整備

■氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

・河道改修、輪中堤整備
・調節池の設置、遊水地
・竹木の伐採、堆積土の撤去
・内水対策(下水道、貯留施設)
・各戸等の雨水貯留浸透対策
・ため池、水田の雨水貯留 等 ※ 河川整備以外は、流域治水協議会にて、

今後具体化に向けた検討を実施

流域全体で水害を軽減させる
「流域治水」を推進するため、
令和2年12月21日に
一宮川流域治水協議会を設置。
協議会の下に市町村部会を設置し、
地域住民と県・市町村が一緒に、
流域対策の具体化を検討。

一宮町

ハザードマップ作成
（流域市町村）

危機管理型水位計、
監視カメラ設置

水害対応ﾀｲﾑﾗｲﾝ作成
（茂原市など）

危機管理型水位計の
設置

危機管理型
水位計の設置

雨水ポンプ場
の改修

浸水被害を
受けにくい
建築ルール

田んぼダム
(試験施工)

河道掘削
堤防整備
輪中堤

R4.2.18
資料3-5



● 一宮川水系流域治水プロジェクトのロードマップは、以下のとおりとする。
【令和6年度末迄】 一宮川中下流域※１における河道拡幅及び調節池等を完了させ、市街地での内水対策、人命を守る対策を実施するとともに、

先行する地区において、浸水深を低減させる対策や洪水氾濫時の浸水被害を防止・軽減する対策を実施する。

【令和11年度末迄】 一宮川上流域※２及び阿久川、豊田川、三途川、水上川における河道改修及び調節池整備等を完了させるとともに、
人命を守る対策、浸水深を低減させる対策や洪水氾濫時の浸水被害を防止・軽減する対策を実施する。

【中長期】 上記流域対策を実施するとともに、長期的に取り組む流域対策について検討・調整を行う。

● 上記対策による目標は、以下のとおりとする。

1) 気候変動による水害の激甚化・頻発化に備え、一宮川流域において、あらゆる関係者が協働して流域全体で水害を軽減させる

2) 令和元年豪雨と同規模の降雨に対して、家屋及び主要施設（役場、要配慮者利用施設等）は、浸水被害ゼロ※３（～R11）
※３ 一宮川水系流域治水プロジェクトのうち、河川整備と内水対策、土地利用施策が連携した「一宮川流域浸水対策特別緊急事業」の目標

なお、上流域・支川については、一宮川上流域・支川における浸水対策検討会及び地元意見交換会における地域の意見を踏まえて、
家屋や役場、要配慮者利用施設の床上浸水被害の解消を目標とした浸水対策（案）をとりまとめ、
流域市町村長と県からなる一宮川流域減災対策会議にて合意された。

3) 県内河川の整備水準程度の降雨※４に対して、外水氾濫させない（遊水機能を保持する区間を除く）（～R11）
※４ 県内河川において20～30 年間で計画的に実施する河川整備の目標である年超過確率1/10 の降雨

（一宮川上流域で時間最大雨量50mm、一宮川流域平均で時間最大雨量30mm 程度）

一宮川水系 流域治水プロジェクト（第１回変更）【ロードマップ】
～ 大規模水害を契機とした中小河川の流域治水 ～

区分 対策内容 実施主体
工程

令和6年度末迄 令和11年度末迄 中長期

氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための主な対策

中下流域の河道拡幅、調節池整備等 千葉県

上流域の河道改修、調節池整備等 千葉県

竹木の伐採、堆積土の撤去 千葉県

内水対策（ポンプ増強、貯留施設 等） 市町村

ため池、水田の雨水貯留 等 流域関係者

被害対象を減少させるた
めの対策

建築の規制・誘導 等 流域関係者

二線堤、集団移転 等 流域関係者

被害の軽減、早期復旧・
復興のための対策

浸水想定区域図、ハザードマップ公表 県・市町村

危機管理型水位計、監視カメラ設置 千葉県

水害対応タイムライン、マイ・タイムライン 流域関係者

流域治水に関する啓発・教育 流域関係者

流域治水に対する経済的支援 等 流域関係者

令和6年度末までに実施

令和4年度から事業化、令和11年度末までに実施

※１ 一宮川（豊田川合流点より下流、第二調節池）
※２ 一宮川（豊田川合流点より上流）

中長期的に取り組む

先行する地区での対策 流域に水平展開

先行する地区での対策 流域に水平展開

早期着手、対策の継続

先行する地区での対策 流域に水平展開

二級水系
流域治水プロジェクト 千葉県

R4.3末時点

令和6年度末までに重点的に実施 治水機能の維持

早期着手、対策の継続

令和元年水害対策を令和11年度末までに実施 対策の強化

治水機能の強化
気候変動への
対応の検討

治水機能の維持

対策の継続

対策の継続

対策の継続

【事業費（R2 年度以降の残事業費）】
■河川整備

全体事業費：約●●億円
対策内容：河道拡幅、調節池整備等



一宮川流域治水協議会
・ 一宮川流域治水プロジェクトの策定
・ 対策の実施状況のフォローアップ 等

茂原市部会
・ 茂原市における
具体的な対策に
関する協議 等

長柄町部会
・ 長柄町における
具体的な対策に
関する協議 等

自治分科会

農業分科会

長南町部会
・ 長南町における
具体的な対策に
関する協議 等

■ 流域治水協議会の開催状況
R3.3.23 第１回協議会
R3.9.14 第２回協議会
R4.2.18 第３回協議会

■ 部会は市町村が事務局だが、
県が部局横断的にバックアップ

R3.5.24 第１回部会
R4.1.27 第２回部会

R3.5.31 第１回部会
R3.12.23 第２回部会

R3.5.25 第１回部会
R3.11.17 第２回部会

徳増地区意見交換会

水上地区意見交換会

被害対策分科会

雨水貯留分科会

R3.7.30 第１回意見交換会
R3.10.27 第２回意見交換会
・ 輪中堤、建築ルールについて合意 須田地区意見交換会

R3.6.23
第１回分科会

R3.10.13 第１回
・ 輪中堤、建築ルール

について合意
R3.7.29 第１回意見交換会
・ 遊水機能の保持について合意
・ 中下流を守るため、流出を遅らせる対策を検討中

R3.12.15 第１回自治分科会
・ 茂原市内の関係自治会長が出席
・ 開発規制強化、集団移転など検討中

R3.12.15 第１回農業分科会
・ 茂原市内の農業団体代表が出席
・ 田んぼダムなど検討中

市町村長
県関係課長、所長

（河川、都市、建築、農林）

県・市町村関係部局、
町議員、自治会長、
農業団体代表 等

県・市町村関係部局、
地区住民、自治会長、

農業団体代表

１．一宮川水系流域治水プロジェクトの概要

一宮川水系流域治水プロジェクトの検討体制及び開催状況

下流域合同部会
・ 一宮町、睦沢町、長生村
における具体的な対策に
関する協議 等

R4.2.17
第１回合同部会



１．一宮川水系流域治水プロジェクトの概要

令和元年10月25日豪雨の被害概要

睦沢町

長南町

一宮町

長生村

茂原市

長柄町

長生合同庁舎
茂原市役所

茂原駅

R1.10 豪雨 浸水範囲

※ 浸水範囲は、水害後に浸水痕跡から
凡その範囲を示したものであり、誤差等があります。

一宮川中上流域において、
甚大な浸水被害が発生
浸水面積 1,762ha
人的被害 7名（うち、関連死1名含む）

推定被害額 635億円※

浸水家屋 4,337棟
（茂原市3,967棟、長柄町248棟、長南町122棟）※

長生合同庁舎、茂原市役所等が浸水
水害廃棄物 約6,831トン
※ 国土交通省 水害統計による

茂原市八千代

長南町水害廃棄物

長柄町桜谷



２．氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

一宮川（JR橋梁～鶴枝川合流点）における河川整備

（ｃ）地理院地図

ＪＲ橋梁～瑞沢川合流点
河道掘削

掘削済
掘削済

北川橋

東橋

瑞沢川合流点～鶴枝川合流点
河道拡幅

（河道掘削、堤防整備）

ＪＲ橋梁～瑞沢川合流点

瑞沢川合流点～鶴枝川合流点



２．氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

一宮川（鶴枝川合流点～三途川合流点）における河川整備
（ｃ）地理院地図 茂原駅

既設
第二調節池

←
 

梅
田
川

鶴枝川合流点～豊田川合流点
護岸法立て

（河道掘削、堤防整備）

一宮川第二調節池
増設

鶴枝川合流点～豊田川合流点一宮川第二調節池

第二調節池の増設
既存＋40万m3

既存の第二調節池



２．氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

一宮川（三途川合流点から上流）、三途川における河川整備

▼ 1/10降雨の洪水位
▼ R1.10と同規模降雨の想定浸水位

新たに建築する場合は
建築ルールを適用
（想定浸水位よりも高くする）

▼１階床

既存家屋新たに建築

輪中堤

既存家屋は
輪中堤等で守る

■ 一宮川（三途川合流点～水上川合流点）及び三途川では、
県内河川の整備目標としている年超過確率１／１０降雨による洪水が溢れない
河川整備として河道掘削や堤防整備、一宮川第三調節池の整備を行う。

■ しかしながら、
令和元年１０月２５日の大雨では、特に一宮川上流域で観測史上最大の降雨となっており、
河川整備後も、河川で流し切る事ができずに溢れてしまうため、
部分的に防御する輪中堤等により、家屋等の床上浸水被害を防ぐ。
また、輪中堤等の外の浸水範囲において、
家屋が新築されると新たに浸水被害を受けるリスクが生じるため、
浸水被害を受けにくい建築の工夫をルール化する。



２．氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

内水対策（茂原市が行う排水ポンプ施設）
早野排水機場（令和４年度完成予定）

鷲巣稲荷前水門ポンプゲート（令和４年度完成予定）

梅
田
川→



集水区域
299ha

一宮町
中央ポンプ場 洪水時に一宮川の水位が高い場合、

ポンプで排水

２．氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

内水対策（一宮町が行う一宮町中央ポンプ場の更新）
■ 一宮町ポンプ場は、平成４年度に運転を開始した施設であるが、老朽化が進行していることから、

施設機能を維持するため計画的な更新工事を実施している。



２．氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

内水対策（茂原市における各戸雨水貯留補助）
平成26～令和元年度 実績

貯留槽 33基、貯留量6,897L
浸透桝 7基

令和2年度 実績
150L×4基 ＝ 600L
250L×2基 ＝ 500L
300L×1基 ＝ 300L

合計 1,400L



２．氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

田んぼダム（茂原市）
■ 茂原市では、平成２６年度から、農家組合長会議で

チラシを配布し、地域ぐるみで協力をお願いしており、
現在は、３団体・４地域で田んぼダムが取り組まれている。

田んぼダムに取り組んでいる団体 実施面積
柴名・上太田環境保全対策協議会 ２０．３０ｈａ
国府関環境保全会 １６．７５ｈａ
早野地区資源保全会 １０．００ｈａ
合計 ４７．０５ｈａ

①柴名・上太田環境保全対策協議会 ②国府関環境保全会

③早野地域資源保全会

■ 田んぼダムについては、市内でも先進事例がみられるが、
今後、茂原市全体、流域全体に展開を図るにあたって、
「治水効果」及び「田んぼへの影響」を検証するため、
地元農業者や水利組合の協力をいただきながら、
試験施工を行っている。

（令和3年度の試験施工）
令和3年8月～10月

（観測項目）
① 治水効果
・ 雨量
・ 田んぼの水位
・ 排水路の流量

② 田んぼへの影響
・ 畦畔の状況
・ ゴミ等の状況 等

田んぼダム
試験施工
対象農区

豊
田
川→

モデル地区



２．氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

ため池貯留（茂原市）

藤木堰

1  鞘戸堰2 藤谷堰

3  浅間下堰

8 甲台堰

7  笹子堰
16  左鉢堰

13  前堰

14  八田堰
18  坊谷堰

19  久下堰

15  芦網堰

17  後入堰

23  広作堰

22  駒ケ瀬堰
21  藤木堰

20  八ツ堰
10  二重堤堰

11 八幡湖

12  上堰 9 猿田堰

24  大楽地堰

4  桶尻堰

6  榎神房堰

5 切作堰

■ 茂原市では、農業関係者の協力により、
営農していない時期（８月１５日～１２月１４日）に
農業用ため池に貯水することで、一宮川などに流入する
雨水を軽減する取組を行っている。
・ ため池貯留箇所 ２４箇所



３．被害対象を減少させるための対策

浸水被害を受けにくい建築ルール

▼ 1/10降雨の洪水位

▼ R1.10と同規模降雨の想定浸水位

新たに建築する場合は
建築ルールを適用
（想定浸水位よりも高くする）

▼ １階床

既存家屋新たに建築

輪中堤

既存家屋は
輪中堤等で守る

■ 令和元年１０月２５日の大雨は、特に一宮川上流域で観測史上最大の降雨となっており、
河川整備後も、河川で流し切る事ができずに溢れてしまうため、
部分的に防御する輪中堤等により、既存家屋等の床上浸水被害を防ぐ。
また、輪中堤等の外の浸水範囲において、
家屋が新築されると新たに浸水被害を受けるリスクが生じるため、
浸水被害を受けにくい建築の工夫をルール化する。
（１階床を想定浸水位よりも高くする／建築自体を禁止するものではない）



４．被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

洪水ハザードマップ
■ 令和元年10月25日の水害を踏まえて

流域6市町村の洪水ハザードマップを見直し

■ 茂原市洪水ハザードマップでは、
1/1000確率降雨による浸水想定に加え
過去の主要水害における区域を明示

過去の
主要水害



【川の水位情報】

４．被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

危機管理型水位計、河川監視カメラ

情報提供サイト 【千葉県防災ポータルサイト】

■ 千葉県ホームページから
防災に関する情報
「防災ポータルサイト」へアクセス

→ 「防災気象情報 地震・津波情報」
→ 「危機管理型水位計・

河川監視カメラ」をクリック

または

■ 「川の水位情報」で検索

水位グラフ

■ 千葉県では、危機管理型水位計及び河川監視カメラの運用を開始している。
■ 一宮川水系では、以下に設置している。

・ 一宮川（豊田川合流点の下流）：危機管理型水位計、河川監視カメラ
・ 豊田川（県道茂原環状線との交差部）：危機管理型水位計
・ 三途川（国道409号との交差部）：危機管理型水位計

水位計 アイコン

カメラ アイコン

カメラ画像



４．被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

広報啓発（流域治水シンポジウム、ポスター展）

■ 今後、下流域も含めた流域全体への展開、
また、住民・企業の参画を促進するため、
流域治水シンポジウム及びポスター展を開催。
（一宮川改修事務所HPにて、

シンポ動画、ポスターがご覧になれます）

■ 一宮川流域治水シンポジウム
日時：令和３年１２月１２日（日）

１３：００～１６：００
場所：茂原樟陽高校 文化ホール
参加：住民など７８名

■ 一宮川流域治水ポスター展
日時：令和３年１１月２３日（火）

１０：００～１７：００
場所：茂原ショッピングプラザ・アスモ

１F センターコート
参加：アンケート回答者ベースで

１１３名
展示ポスター
一覧はこちら

動画配信はこちら



４．被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

国土強靭化計画への位置づけ

一宮町、睦沢町、長生村、長柄町、長南町
国土強靭化合同計画（共通編）より抜粋


